
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4月に改訂された、幼稚園教育要領、保育所保育指針等の中で「幼児期の終わりまでに育って

ほしい１０の姿」の１つとして、「『言葉による伝え合い』→保育者や友達と心を通わせる中で、絵本や物語な

どに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の

話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる」と明記され、より言葉の獲得や言葉で自

分の気持ちを表現することの大切さが書かれています。 

 

 

 

言葉は、人間のみが使えるコミュニケーションツールであり、音を組み合わせることで感情やモノを表す「言 

葉」になり、「言葉」を組み合わせることで、より自分の思いや感情を相手に伝えることができます。自分の 

思いを相手に伝える、相手の気持ちを言葉で受け取ることで、コミュニケーションが生まれ、人との豊かな関 

わりにも繋がっていきます。しかし、言葉は生まれた時から持っているものではありません。 

赤ちゃんは、生まれて「おぎゃー」と産声をあげ、少しずつ「お腹が空いた」「おむつがぬれた」ことを「泣 

く」ことで表現します。その時に自分の発した声に、周りの人が「お腹すいたね」「おしっこが出て気持ち悪

かったね」と言葉で返してくれることで、少しずつ言葉を獲得していきます。 

 

【言葉の獲得】 

❀おおむね 6か月 

「あーあー」「うー」など、喃語で伝えようとする。 

❀おおむね 6か月～1歳 3か月 

大人のすることに興味を持って、動作をまねたり、いろいろな音声や音節を繰り返したりする。また、大 

人に話しかけられたりすることで、喜んで声を出したり、応えようとする。 

❀おおむね 1歳 3か月～2歳未満 

大人の話しかけや絵本を読んでもらうことなどにより言葉を理解したり、簡単な単語を使ったりする。 

❀おおむね 2歳 

大人を仲立ちとして、生活や遊びの中で簡単な言葉のやり取りを楽しむ。大人に話しかけられることに 

喜び、自分も同じ言葉を使ってみようとする。また、リズムのある言葉や繰り返しの言葉に興味をもち 

自分で言うことを楽しむ。 

桜の花びらの舞う中、進級や入園を迎えた子どもたちは、期待を胸いっぱいに膨らませて新しい世界に飛び

出したことでしょう。新しい環境で、先生や友達との出会いを通し、人との関わりも広がっていきます。 

人との関わりの中で、自分の気持ちを相手に伝えることはとても重要です。そこで、今号では、【言葉】に

ついて考えてみました。 

 

ある意味を表すために、口で言ったり文で書いたりするもの、人間の言語、音の 

組み合わせで意思・感情を表現するもの       ＜参考：広辞苑より＞ 

 

【言葉】 
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❀３歳児 

大人の話を親しみもって聞いたり、「困ったこと」や「してほしいこと」を言葉で伝えたりする。身近な

生活の中で必要な言葉に気付き、自分で使ってみる（ちょうだい、おはよう等）。絵本やお話を繰り返し

見たり聞いたりすることを楽しむ。 

❀4歳児 

大人や友達の話すことに親しみをもって聞いたり、生活や遊びに必要な言葉の意味が分かり、すすんで使 

う。絵本や歌の中での言葉の面白さに気づき、繰り返し声に出して楽しんだり、お話の内容やストーリー

に興味を持ちイメージを広げて楽しむ。 

❀５歳児 

友達の言うことを受け入れたり、自分の思いを伝えたりしながら話すことを楽しむ。また、生活や遊びの

中で必要なことを、相手に分かるように話し方や言葉を考えて伝えようとしたり、様々な体験を通してイ

メージを豊かにし、言葉で表現する。 

  絵本や物語などに親しみ、想像する楽しさを味わったり自分で表現して言葉の面白さや美しさを味わう。 

 ＜参考：東京都就学前カリキュラム＞ 

このように、周りの大人や友達との関わりから単語としての言葉を獲得していきます。子どもが話しかけ

てきたときには、少し手をとめて返事をしたり、うなづいたり、言おうとしている気持ちを言葉にして返して

あげることで、話すこと、伝えることの楽しさや面白さを感じ、単語を繋げて文章をつくり、より具体的な表

現ができるようになっていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

                                              

ご紹介した本はほんの一部です。ほかにも、親子や子どもが楽しめる「ことば」を題材にした絵本がた

くさんあります。お子さんと一緒にえらんでみるのもいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉を使うことが楽しくなる絵本の紹介 

幼児教育センター主催  家庭教育支援講座 

【キラキラ輝け、アートの世界 親子で楽しく表現遊び】 

◆日時 ２０１９年８月７日（水曜日）１０：００～１１：３０ ◆場所 池上会館 集会室 

☆区内在住の親子（４～５歳児とその保護者の方）を対象にし、親子でふれあい遊びを楽しん 

だり、親子で絵画や造形などを体験し、表現することの楽しさや重要性について理解を深め 

る講座を開催いたします。     

☆７月の区報で参加募集をします。どうぞお楽しみに！ 

 

 

ぐりとぐらの 

    おきゃくさま 

作 中川李枝子 

絵 山脇百合子 

 

もこ もこもこ 

作 谷川俊太郎 

絵 元永定正 

 

さる・るるる 

作 五味太郎 

 

きんぎょが にげた 

作 五味太郎 

 

 

おひるのアヒル 

文 中川ひろたか 

絵 村上康成 

あっちゃんあがつく 

たべものあいうえお 

原案 みねよう 

作  さいとうしのぶ

し 

 

 

くだもの だもの 

文 石津ちひろ 

絵 山村浩二 

 

今年も、夏に表現遊び講座を開催いたします。お問い合わせの上、お申し込みください。 


